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としての取 り組みを行ってきたことを意味 している。 しか し、その取 り組みは水源確保にとどま
らず、神奈川県は、ダム建設にともなう社会的影響、立ち退 き補償か ら生活再建、 さらにはダム
竣工後の地域活性化や水源環境保全にいたる施策についても、 日本で もっとも経験を蓄積 してき
た都道府県の一つであるといえるのではないか。たとえば、相模ダムは日本初のダム観光地 とし







ずはその事業過程を整理 し4事例を比較 していく。そ して、水資源行政が地域社会の現場でもた
らすリアリティについて検討 していきなが らダム補償および水源地域活性化 という政策課題に資
する知見を抽出していくことを目的としたい。既存研究は、個別のダム事業および日本全体を対
象とすることはあっても、一県単位におけるダム事業を通覧することは少ないが、この小論にお








浜が開港を機に一大都市として発展 してい くことはよく知 られている通 りだが、沼地や海岸の埋
め立て地を中心に拡張 した市街地周辺には水源がなく、飲用水は導水によって遠方か ら求めなけ






















総工費2億4000万円のこのダム計画は、当事の事業予算 としては規格外 ともいうべ き特大事業で

















利水 ダム建設ラッシュの時代となる。この意味で、神奈川県の取 り組みは水需要の逼迫を早 くか
ら見込んでいたというべきであろう。前述 したように、相模 ダム、城山ダムと相次いで建設 した
のと前後 して、1961年には酒匂川水系上流でのダム計画を公表 し、1965年には事業に着手 した。



















政策は設備の建設か ら水源林整備ヘ シフ トしてい くようになる。 もちろん、宮 ヶ瀬ダムの竣工
(2001年竣工、1998年に相模大堰が完成)に より、神奈川県における水資源開発が完成すること
になるが、1996年夏に県が異常渇水に見舞われ、1967年以来29年ぶ りに最大10%の給水制限が行
われたことは、ダムの機能が最大限発揮されるような森林づ くりへの注 目が高まる契機 となった。
1997年度よりはじまった 「水源の森林づ くり事業」は、県が 「水源の森林エリア」として指定 した
水源域の私有地に対 して、県の一般財源 ・寄付 ・県営水道か らの負担金などを用いて公的管理 ・













降、4ダ ムのダム湖 と奥相模湖をあわせて 「やまなみ五湖」という括 りで水源地域の重要性 を県
民にアピールしてお り、これらの地域を「水源地域交流の里」として諸事業を展開しているω。
2.移転補償交渉の過程






















かではなく、 どのような補償条件 となるのか という条件交渉として展開した。その要因として、
地元では、最前線で交渉のまとめ役を務めた人物への信頼が厚 く補償団体の分裂等がなかったこ
とが影響 したと語 られる(佐藤,2000:100)。また、ダムが計画 ・建設された時期が三保地域の
主産業であった林業が斜陽期を迎えた時期に重なったことも、「山を下 りる」選択肢を選ぶこと
に抵抗 を少な くしたとされる(石田,1977:55)。





れ当時の 「日本一の補償」であったという言説が存在することは言及 してお くべきであろう。物
価上昇分はもちろん、金額内容 ともに、三保は域山の補償 レベル以上、宮 ヶ瀬は三保の補償 レベ















相模ダムが完成 した頃、巨大な人造湖はまだ珍 しく、文字通 りダム見物のために多 くの人が
集まった。なかでも、大変な人気 を集めたのが、1952年に完成した 「相模湖電気科学館」である。
中央線で見学列車が仕立てられるなど、多 くの観光客がまさに押 し寄せるようにやってきたので





相模湖完成による観光客増加 を目にした相模湖周辺の町村には、モーターボー ト競艇場 を設立し
ようと誘致運動をはじめるなどの動 きもあり、これは実現 しなかったものの、1964年の東京オリ
ンピックではカヌー競技開催場 となり、ボー トおよび力ヌー競技関係者のあいだでは相模湖はよ
く知 られている。また、1966年には勝瀬観光株式会社が 日本ではじめて白鳥を模 した「スワン丸」



















もに認めている状況 となってか ら久 しく、「脱 ・観光地」という時代をも現在では通 り越 してい
るようにみえる。
相模 ダムが、いわば予期せぬ観光地化の道を歩んでいったのに対 して、相模湖に次 ぐ第二の人
造湖として計画された城山ダムでは、当初から観光事業が期待されていた。 しか し、竣工後 しば





三保 ダムにおける 「ダムを活かしたまちづ くり」は全体的に停滞 していると関係者のあいだで
では認識されている。確かに、ダムサイ ト近 くでは宿泊 ・食事施設が連なり、水没移転者によっ
て営業 していたが、近年では売 り上げも落ち、空き家 も目立ってきている。また、拠点施設であ
る記念館では、1階 には売店のほかに発電施設の貴重な展示物があり、2階 の一室にダム建設工
事過程を紹介する写真パネルが展示 されているが、施設の老朽化が進行 している。 しかし、三保
ダムの丹沢湖周辺では四季を通 じてマラソンやカヌーや釣 りなどのレクリエーション関係を中心
にさまざまなイベ ントを実施 しており、それなりに定着しているイベントも多い。また、三保地
域は山北町全体の5%の 人口を占めるに過 ぎないが、町全体の入 り込み客数の8割 以上 をこの地
域が誘引しているという事実 もある(山北町ホームページ)。にもかかわらずヽ関係者のあいだ
では厳 しい現状認識となっている。この理由にはおそらく、年に数回開催 されるマラソン ・駅伝
関連のイベントでは、バス送迎が行われるため参加者が地元に滞留せず観光消費 もほとんどない




るのに対 し、観光客消費額は41%も減少してお り、イベントの実施が一人当た りの観光消費の増
大に結びついていないことがうかがえる。
宮 ヶ瀬ダムは、2001年の竣工後、現在まで8年 が経過したところであるが、利用者数という点











背景 もあ り「ダムサイ トエ リア」
(愛川町)、「湖畔エ リア」(清川村)、
「鳥居原エリア」(旧津久井町鳥屋地区)の3つ のエ リアがそれぞれ特色をもっており、多様な客
層を呼び込めている。まず 「ダムサイ トエリア」は、その名の通 り、ダムサイ トそのものの見学
がまず訪問の目的となるが、工事に利用 したインクラインに乗ってダムサイ ト直下とダムサイ1・












畔ではボー ト教室なども開催 される。一方、「湖畔エ リア」には地元住民の生活を記憶にとどめ
































資質 もあって、近年では手作 りのクリスマス ・イベ ントを宮ヶ瀬の先行例を参考にしなが ら自主
的に運営 している。とりわけ特徴的なのが、ダム湖畔だけでなく交通の不便な土地である三保地














































は地域活性化の核 となる施設 として、水没住民あるいはダムサイ ト地域によって有効に活用 され
ることが想定される。移転交渉過程での重要事項であるか ら、当然に思い入れ もある。ハコモノ
施設は移転交渉を闘った世代が、その経緯と意義をよく知ってお り、またダム建設後における地
域活性化の主役を担うのは自然の流れであろう。 しか しながら、当初そのように取 り組まれた施
設でも、担い手の高齢化により、水没住民が関わらないケースも実は少な くない。なぜなら、ダ
ムによっては長い補償交渉の後、ようや く新天地に移住 した後は地域社会全体のことよりも個々
人、各家庭での生活建て直しに追われる一方、精神的余裕を取 り戻 したいと考える移転者 も少な
くないからである。そして、仮に水没住民が地域活性化の意欲を持ち、実際に地域の柱 としての
活動を行っていても、移転第一世代はまもなく高齢化 し、担い手の次世代育成 という課題がそう
遠 くない時期にやって くるのが常である。また、施設はいつか老朽化 し、そのメ ンテナンスが必
要になるときが必ず到来するだろう。相模ダムは昭和30年代をピークとして、電気科学館や湖畔
の遊覧船など大変人気のある観光地だった。 しか し、現在ではレジャー動向の変化により、かつ
てのような観光地の面影は薄 くなっている状況にある。人気の観光地 もたちまちに陳腐化 して「時
代遅れ」にならないとは限らないのである。
こうした観点から、現在 もつとも成功しているとされる宮ヶ瀬ダムをどのように捉 えられるだ
ろうか。宮 ヶ瀬ダムのクリスマス ・イベントは、移転後も継続 しようという水没住民のアイデア
を基 に手作 りで実施 したのがは じまりである。現在、「水の郷商店街」の担い手は移転第一世代
であり、まさに水没住民の人々によって地域活性化が担われていることの意味は大 きいといえる
だろう。 しかし、宮ヶ瀬ダムの 「成功」も長期的スパ ンからみればまだ初期段階に過 ぎないとも
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部事務組合で、神奈川県 ・横浜市 ・川崎市 ・横須賀市の4構 成団体 に水道用水を供給している団体であ
る(横浜市水道局,125)。企業団の設立は、三保ダム建設と密接な関係をもっており、神奈川県企業庁
管理局三保事務所(1981:24-27)の記述によれば、既設の相模ダム、城山ダムなどはいずれも相模川水系
にあ り、神奈川県を中心に横浜市 ・川崎市等の受益自治体 との共同で実施されてきたが、三保ダムの場
合には、こうした受益自治体までの導水距離が長 く、事業施設や経営の合理化が求められることなった。
(6)最終的には、法定外 目的税方式ではなく県民税超過税方式で2004年9月に素案が作成された後、2005年
9月に県議会で可決され、2007年4月導入されることになった。県内に住所等を有する個人を納税対象
者とし、税率は個人均等割で年額300円、個人所得割で所得金額700万円以下の部分0.032%であ り、年
間約38億円の税収が見込まれている。税収の使途については、神奈川県水源環境保全 ・再生基金を創設
することで、担保する形をとっている。
(71神奈川県企画部土地水資源対策課(2006)『改訂水源地域交流の里づくり計画』.
(81移転者の手記として角田(1966)が詳しい。
(9)前述のように相模ダム、城山ダムについては神奈川県、横浜市、川崎市、横須賀市によって1978年に設
定された 「財団法人相模川ダム周辺地域振興協力基金」(基本財産5億 円)があるほか、三保ダムについ
ては神奈川県広域水道企業団(および電力会社)の出資によって1979年に設立された 「財団法人三保 ダム
周辺地域振興協力基金」(基本財産3億 円)がある。
